
開発センター
2019年7月より新たに開発センターを立ち上げました。ナカトミ製品は全てこちらで研究・開発を行っております。
製品のあらゆる試験に対応するため、多数の試験機器を導入しております。

自社修理センター
万全のアフターサービス体制。熟練した
スタッフが修理対応させて頂きます。

サポートセンター
日本全国のお客様から商品・修理・部品に
対するお問い合わせなど、あらゆるご意見・
ご要望・ご相談を承ります。

部品センター
弊社は国内に約3万点の部品を保管し、
お客様のご要望にスピーディーに対応でき
る体制となっております。

当社は1995年設立以来、低価格でありながら高品質な商品を提供すべく事業
活動を行っております。
海外工場にて製造した製品をサポート・部品・修理の各センターにより、国内トータル
サービスを充実させ、お客様の満足向上を日々推進しております。
品質管理を社内最重要業務とし、法令順守を徹底し製品開発・アフターサポート
に努めております。
暖める・冷やすという強みをさらに飛躍させ国内には販売されていない製品を開発し、
すべてのお客様にご満足いただける製品をご提供することをお約束いたします。

ロボット耐久試験機 防音室/短絡試験室 開発センター室内

デジタルマイクロスコープ 温度分布測定室 環境試験室耐久負荷試験機総合基板チェッカー

環境衝撃試験機ポンプ測定タワー 発電機負荷試験機 振動試験機 三次元測定機

試験畑

【エンジン商品】ご使用上の注意 ＞＞＞
●燃料は必ず無鉛レギュラーガソリンを使用してください。軽油・灯油・高濃
度アルコール含有燃料・粗悪ガソリン等を補給したり、不適切な燃料添加
剤を使用しますと、エンジンを損傷する原因となります。
●屋内や倉庫等の換気の悪い場所では使用しないでください。また、風通し
の悪い場所や排気のこもる場所でも使用しないでください。一酸化炭素が
溜まり、ガス中毒の原因となります。
●エンジンは水平で安定した場所に設置してください。
●側に物のある所に設置する場合には、火災防止のため最低１ｍ以上離し
てください。１ｍ以上の間隔が取れない場所では使用しないでください。
●使用後すぐにエンジンやマフラーに触れないでください。ヤケドの原因とな
ります。
●ガソリンは非常に引火性が高く、気化したガソリンは爆発事故を起こす恐
れがあります。燃料補給の際は必ずエンジンを止め、エンジンが冷えた後、
周りに火気が無いことを確認してから補給してください。
●本機の周りに、石油、シンナー、火薬等の燃えやすい物は近づけないでくだ
さい。爆発事故や火災の原因となります。
●エンジンの周りから燃えやすい物（わらくず、紙くずなどの可燃物、並びに火
薬類の危険物）を完全に取り除いてください。マフラーや排気ガスは高温
になるため、付近に燃えやすい物が置かれていると火災の恐れがあります。

【コンプレッサー】ご使用上の注意 ＞＞＞
●湿った場所、濡れた場所での使用は避けてください。感電事故の原因にな
り、モーター絶縁を低下させます。
●必ずアース（接地）してください。
●揮発性可燃物（シンナー、ガソリン等）の近くでは、絶対に使用しないでください。
危険です。
●電圧は、銘板の表示と一致しているか必ず確認してください。
●運転中は、可動部には絶対に手を触れないでください。大変に危険です。
●安全にご使用いただくために、使用後は必ず手入れ等のメンテナンスを行っ
てください。
●必要に応じ、作業にはマスクを着用してください。
●お手入れのときや使用時に水につけたり、水をかけたりしないでください。
感電、火災の恐れがあります。
●付属品は取扱説明書に従って確実に取り付けてください。確実でないと、
使用中に外れたりして、事故やケガの原因となる恐れがあります。
●修理技術者以外の人は、分解・修理をしないでください。火災・感電・ケガの
恐れがあります。修理はお買い上げの販売店またはお客様相談窓口にご連
絡ください。
●電気工事は必ず電気工事士が行ってください。電気設備基準や内線規定に従っ
て安全・確実に行ってください。誤った電気工事は火災、感電の原因になります。
●水のかかる場所や屋外では使用しないでください。感電・ショート・故障の原
因となります。
●電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ
張ったり、ねじったり、重いものを載せたり、挟み込んだりしないでください。
感電・発火の原因となります。
●ご使用中に異常（回転停止・異常音・異常振動・異臭）等が発生した時は直ちに
使用を止めて電源を切り、電気を止めてください。火災・感電の恐れがあります。

●長時間ご使用にならないときは、電源を切り、電気を止めてください。絶縁
劣化による感電・漏電・火災の恐れがあります。

下記製品は、フロンガスが使用されております。フロン排出抑制法第一種特定製品（冷媒としてフロン類が充填されている機器）により、管理者（所有者）またはユー
ザーによる3ヶ月に1回以上の簡易点検を行う必要があります。検査内容は、目視検査となり、熱交換器及び配管部分の異常音や振動、油にじみ、腐食、サビ、傷、霜
付きなどとなります。
廃棄する場合は、専門の回収業者（登録制）に委託し適切な処理が必要です。使用者ご自身の負担により冷媒の回収・運搬・廃棄費用が必要となります。
【対象製品】スポットクーラー／除湿機／ポータブル冷凍冷蔵庫／ウォータークーラー（床置形）／製氷機

【単相200V・三相200V製品お買い求めに際して】
単相200V・三相200Vの製品には、電源コード・電源プラグが付いておりません。（一部、電源コードのみ付いている製品がありますので、各製品ページにてご確認くだ
さい。）製品の使用環境に合わせてお買い求めが必要になります。また、電源の接続には電気工事が必要になりますので、必ず電気工事士の有資格者、認定を受け
た電気工事店にご相談ください。工事に不備があると、感電・火災の原因になることがあります。
※三相200Vの電源については、業務用電源【三相200V（動力、低圧電力）】の契約が出来ていることが条件となります。新規の設置時、動力の設備がない場合は、動力（三相200V）の電源
工事が別途必要となります。既に動力（三相200V）の電源を契約してお使い頂いている場合でも、契約の変更等が伴う場合がありますのでお買い求めの前にご確認ください。

【スポットクーラー】ご使用上の注意 ＞＞＞
●フィルターのお掃除はこまめに行ってください。フィルターが汚れていると本
体内部が結露し、故障の原因となります。
●濡れた手で差し込みプラグやスイッチ、配線等に触れないでください。
●水をかけないでください。
●配線工事は、有資格者が電気設備技術基準や内線規定に従って、確実、
安全に行ってください。
●アースは必ず取り付けてください。
●灯油・ガソリン・シンナーなど引火性のものや、爆発の恐れのあるものの近く
では使用しないでください。
●アルミニウム・マグネシウム・チタン・亜鉛や化学物質・ガス・蒸気等の近くで
は使用しないでください。
●横倒しにしないでください。
●電圧は銘板の表示と一致しているか必ず確認してください。
●火気に近づけないでください。
●冷風ダクトや、排熱ダクトの中へ物を入れたり排熱口をふさがないでください。
●補修、修理は純正部品を使用してください。
●屋外・屋内での水のかかるところでは使用しないでください。
●温度の高い（45℃以上）ところでは、使用や設置をしないでください。
●換気の行えない場所では使用しないでください。

【ウォータークーラー】ご使用上の注意 ＞＞＞
●直射日光や熱気の多いところは、冷却効果の低下の原因となりますので、風
通しのよい湿気の少ないところに据え付けてください。
●直接油煙を吸い込まない位置に据え付けてください。油分などが付着する
と熱交換器が腐食するおそれがあります。
●床が丈夫で水平な所に確実に据えつけてください。車両や船舶など
での使用は危険ですのでおやめください。
●潮風が直接あたる場所や温泉地帯など周囲環境が特殊な場所でご
使用される場合は設置場所にご注意ください。
●万一の感電事故を防ぐため、必ずアースを取り付けてください。
●改造して使いますと、本来の能力を発揮できないばかりでなく、故障
の原因となりますので、絶対におやめください。
●本体に直接水をかけたり、洗ったりしないでください。絶縁の状態が悪く
なります。
●浄水器を通してカルキを抜いた水は悪くなりやすいので、長時間くみ
おくことは避けてください。
●毎日1回通水してください。タンク内に長時間水を溜めたままにしてお
くと、カルキ分がなくなり腐敗しやすくなります。
●タンクはステンレス製ですが、水アカなど不純物が付着してサビるこ
とがありますので、常に清掃してください。
　●据付工事は専門の技術が必要ですので、お買い求めの販売店か水道
工事店にご依頼ください。

ご使用前には必ず、それぞれの取扱説明書をお読みいただき、
使用方法を理解したうえで、ご使用ください。
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